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分レテ各頂端ニハ完全ナ頭狀花ヲ持ツ テ ヰ ル モノ ヲニ 
株 ダケ 採集 シタ〇ソシテ其ノ葉形、花部等他ノ正常型 
ノモノニ比べテ何等變ツタ點ハナ カツ' 夕。’ 

花莖ハ全長19 cm アツテ上方17 cm /トコ n デー 
枝ガ分 レ、 其ノ 分岐 點ノ直下ニハ、葉ノ色卜同ジク綠 
色デ、微辦齒ガアリ先端二向ツテ漸尖シタ苞葉（假稱） 
ヲツケテヰル。 兩者 井岡 時期 二 立派 二 開花 シテ 形態上 
差異ハ認メラレナイガ、夕 <下部ノ頭狀花ハ上方ノモ 
ノョリ稍々小サイ.。璐葉ノ寫眞デハ下ノモノハ橫向= 
吹イテ 牛ルヤ ウ ニ見 ェ .ルガ、 生品ハ 上向 キ ニナ、タテ 4 
夕.。他ノ1株ノ方ノ、2本ノ花莖中1本ハ2分蚨シタニ 
モ拘ラズ他ノモノハ分岐シテ斗: ナ イカラ畸形ニハ相違 
ナイ ラシイ〇 

素人 ノ 筆者ハ 、コレ ニ理論 ダケルコト ハ不可能デア 
ル 故、 事實ヲ事寶ノ儘二記錄シテ置ク次第 デ アル。 

. ■( ネト萬奎） 

〇こあかばなノ學名 

こ あか.ばな ノ、本州 中部以北ノ亞高山帶カラ高山帶ニカケ テョ ク見カ ケル モノデ產地. 二 H 
ツテ 可成 リ 變化 スル。高山 デハ小形 ニナ リ高サ僅カ ニ 5 cm. 許ノモノモアリ、全體 みやま 
あかばな二酷似ス ルガ、 花榧.子;3•等ごハ疎二 短 腺毛ヲ 有シ、 彼二於 ケル如ク 屈曲 シタ細 毛 
ヲ有スルノト異ツテ牛ル。 低地デハ丈モ高クナリ 25 cm 達スルモノモアリ、時ニハ枝ヲウ 
ツ。 葉モ 卵形カラ.卵狀披針形 ニ マデ變 ル 。 Epilobium lucens Leveille (1907) ハ 中形ノ長 
卵形ノ葉ヲ持ツタ形 ニツケ ラレ、普通 こ あかばなノ學名 トシテ 用 ヒラレテキル 〇. E . Pou - 

caudianum. Leveille in Bull. Acad. Intern. Geogr. Bot. ser . 3, IX, p . 211(1900) 卜 
イフ名ハ、岩木山.月山二產スル葉/基部ガ楔狀二細マリ先端モ尖ツタ極端形ニツケラレタ 
モノデ、 中間 形モ多ク、モトョリ別種デハナイ0從ツテこあかばなノ學名トシテハ 7 年早イ 
E . Foucaudianum ノ方ガョイ。併シコレハこあかばなヲ我ガ國特產卜考へテノ事デ J 5. 
Hornemanni Reichenbach ハ本種二極メテ近イ。コノモノハ初メ北歐カラ記載サレタガ、 
現在デ’ ハ 北米 ， グ” •-ンラン ド’ •ア”ューシヤン.カムチヤツカ更ニシ ベリヤカ ラモ知 ラ.レテ 
4 ル。私ハスヱーデン產ノ標本卜こあかばなトヲ比較シタガ別種トハ思ハレナ.カツ.ダ〇务 
地方力.ラノ.更二多クノ i ?. Hornemanni /標本ヲ檢シタ上デ、コノ問題ヲ解決シタイ。 

(原 寬） 
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